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マルシェでつながる
越谷の#イイカンジ

マルシェに関わったきっかけ
渡邊(てしごとめるかーと｢こつこつ｣)：袋山
の｢おやつ工房ひびのや｣で原材料にもこだ
わったパンを製造・販売しています。ふだん
は自宅を改装した店舗で販売しているんです
けど、ほかでも販売したいなあって。マル
シェでは、｢こども店長｣や｢オトナ女子癒し
の日｣などの企画も好評です。地域の幼稚園
や自治会館でも開催しているんですよ。
新井(TEAMコアキナイ)：まちづくり越谷が
主催する創業支援講座の｢コアキナイ塾｣が
きっかけです。｢越ヶ谷宿の雛めぐり｣で｢ま
ちあそびマルシェ｣に出店してみたら、やめ
られなくなりました。私たちのマルシェは、
ライブステージが特徴で、地域にゆかりの
あるアーティストさんに活躍してもらって
います。運営スタッフの個性はバラバラ。
でも、それが楽しいんですよね。
鈴木(プチ☆マルシェ)：私が初めて出店した
思い入れのあるマルシェを引き継ぎました。
当時、マルシェを運営していた人が事情が
あってやめることになって…、このままこ
のマルシェがなくなってしまうのが嫌だっ
たんです。どうしても続けてほしくて、運
営のお手伝いから始めました。それがきっ
かけですかね。
高橋(エスティクラブ)：私は、地域で起業し
た店舗や町の飲食店があまり知られていな
いのが残念だなと感じていて。もっと多く
の人に知ってほしいと思ったのがマルシェ
を始めたきっかけです。ハロウィンやクリ
スマスなどのイベントに合わせてマルシェ
を開催しています。売り上げはあまり気に
せず、みんなで盛り上がって楽しむことを
大切にしています。

本郷(草加越谷ママカフェ部)：札幌に住んで
いた時期がありました。札幌には、子ども
と一緒に参加できるイベントやマルシェが
たくさんあったんですよ。越谷でもそんな
場所があったらなと思いました。当時は探
してもなかなかなくて、それなら自分で作
るのが手っとり早いかなと。今は新しいマ
ルシェがたくさんあるので、主催にこだわ
らず、運営をサポートする立場で楽しく
やっています。
マルシェってどんな場所？
妹尾(神社deままマルシェ)：やりたいこと
が実現できる場所がマルシェ。運営スタッ
フの皆さんや出店者の皆さんとのコミュニ
ケーションで元気をもらえるし、自分がや
りたいことの輪郭もはっきりしてきます。
今は起業したキャンプ場の経営で忙しいん
ですが、マルシェで出会った人たちのおか
げで、夢の実現に近づけています。
増田(神社deままマルシェ)：｢知り合える場
所｣を作っているんじゃないかな。私たちの
マルシェは、主催する実行委員のメンバー
が入れ替わるのが特徴なんです。マルシェ
に遊びに来た人どうしはもちろん、そう
いった人たちが出店してみたり、運営ボラ
ンティアに参加してみたりと、このマル
シェがなかったら知り合っていなかった人
たちが、さまざまな形でつながっています。
マルシェでの人と人とのつながり
とちほん(入園入学マルシェ)：子どもが生ま
れた時期がコロナ禍と重なって、外出も制
限されて家族以外に話し相手もいませんで

した。社会とのつながりを求めて自分のハン
ドメイド作品をネット上のフリーマーケット
で販売していた時期もあります。マルシェを
きっかけに人とのつながりができて、楽しい
です。
大里(TEAMコアキナイ)：マルシェの出店を
通じて、初めて知ったハンドメイド作家さん
や飲食店さんなどもたくさんあります。そう
いった地域のお店にも気軽に行きやすくなり
ました。顔見知りが増えると、暮らしていて
も何かと安心できます。つながりができて、
仲間が増えました。
Maeri(越谷きらりマルシェ)：マルシェの運
営をしていると、自分が何をやりたいのか
迷っている人にも出会います。そういった人
もほかの出店者さんたちや私たち運営側のス
タッフと話す中で、やりたいことを見つけ
て、挑戦していく、そんなケースもよくあり
ます。マルシェをきっかけに、人と人との関
わりが生まれ、本人がびっくりするほどの変
化が起きていくことも結構あるんですよ。
渡邊：起業して店舗を持つことでいろいろな
ことが広がりました。自分が一歩踏み出して
動くことで周りも変わります。私はこれま
で、自分一人で決めて行動することが多かっ
た気がします。マルシェを始めていろいろな
人と関わることで、刺激を受けています。
マルシェで今後実現したいこと、挑戦したい
こと
河野(神社deままマルシェ)：私は子育て中
につらい気持ちになることもありました。そ
んな時、マルシェに関わって、いろいろな人

に出会って救われたんです。だから今度は、
私が何か困っている人の役に立ちたいって考
えるようになりました。この前、知人に相談
して福祉推進員の講座を受けたんです。子育
てを終えた高齢世代の方も巻き込んだ子育て
支援の場所を作るのが目標です。
大里：自分が本当にやりたいことを考えて、
｢ほっと越谷｣の創業支援講座に参加しまし
た。その時の経験や仲間がマルシェの運営に
つながっています。これから自分がやりたい
ことに挑戦したいと考えている人に向けて
｢初めてのマルシェ講座｣みたいなものを開催
して、次に続く人たちに伝えたいですね。
とちほん：これまで、マルシェの運営を手伝
うことが多かったんですが、私が中心になっ
て、入園入学グッズを集めた｢入園入学マル
シェ｣を新しく開催することになりました。
初めての主催なので、頑張りたいです。
高橋：越谷市では、たくさんマルシェが開催
されています。それらのマルシェが集まる大
きなイベントを開催したいですね。市内のさ
まざまなマルシェが勢ぞろいして交流するこ
とは、すごく意味があると思うんです。
増田：マルシェを運営していく中で、仲間が
増えて挑戦できることがどんどん増えていき
ました。これからは、いろいろな人たちや団
体にもマルシェの運営を任せてみたい。任せ
ることで新しいものが生まれていくことを期
待しています。マルシェを立ち上げることも
大切だけど、マルシェを引き継いでいくこと
はもっと大切だし大変。マルシェを次につな
いでいく新しい挑戦をしていきたいですね。

　毎月第3金曜日に市内大沢の香取神社で開催される
｢神社deままマルシェ｣。育児中の母親が楽しめる美
容・健康、雑貨、飲食など、約30のブースが立ち並び
ます。専門家による育児相談や｢神社de気軽に子育て
サロン｣も人気です。
　主催する実行委員会の増田具子さんは、自身も子育て
真っ最中。出産後、子育てが始まると自分の時間がなか
なか持てず、相談できる人もいなかったため孤独を感じ
たそうです。｢子育て中に親子で気軽に遊びに行ける場
所｣、｢子育て中にほっと息抜きできる空間｣を目指して
2019年に立ち上げたマルシェは、この12月で継続開催53
回を数え、これまでの来場は約1万7,000人以上。市内で
は、｢神社deままマルシェ｣や増田さんをロールモデル
とした新たなマルシェもたくさん生まれました。
　これまでの地域活性化やまちづくりの取り組みが全国
の地方新聞やNHK、(一社)共同通信社が主催する地域再
生大賞にノミネートされています。

体験レポート

いい感じ！

神社deままマルシェ
河野さん

　市内では、日々さまざまなマルシェが開催されています。座談会に参加していただいた皆さんの運営するマ
ルシェをご紹介します。出店者や最新情報など、気になるものは各団体の二次元コードからSNSをチェック！

　マルシェとは、フランス語で｢マーケット｣や｢市場｣を意味する言葉。日常の暮ら
しにある食品や雑貨などのモノやサービスを売り買いする場としてだけではなく、
地域の魅力を知る場、地域を好きになる場、地域のために活動している人とつなが
れる場として期待されています。
　｢やりたいこと｣、｢得意なこと｣を生かして自分らしく活躍する人、子育て支援や
女性の起業などの地域の課題解決に取り組む人、子どもや若者の居場所作りに取り
組む人など、地域に関わるさまざまな人たちが集まり、地域への思いや人とのつな
がりがたくさん生まれています。
∫広報シティプロモーション課☎963-9117

マルシェに魅せられた人 たちの

2024年度地域再生大賞に
ノミネート！  神社deままマルシェ

越谷はマルシェの宝庫！

神社deままマルシェ
代表 増田さん

草加越谷ママカフェ部 
本郷さん

越谷きらりマル
シェ

Maeriさん

TEAMコアキナイ 
大里さん

プチ☆マルシェ
鈴木さん

神社deままマルシェ
妹尾さん

入園入学マルシェとちほんさん

TEAMコアキナイ 

新井さん

エスティクラブ
高橋さん

てしごとめるかーと ｢こつこつ｣
渡邊さん

マルシェという共通の
話題で友達が増えた

それぞれに訴えが
あって、それぞれの
マルシェになってる

出店者と来場者の
間に会話が生まれ
るのがいい

越谷人は祭りが好き。
だからマルシェが
多いのかも

お客さんに喜んでもら
えると、苦労したかいが
あったなと思える

次回開催：2月21日㈮10:00～14:00
＊毎月第3金曜日開催
会場：香取神社(大沢3-13-38)
∫ Instagram@mamafeskatori

神社deままマルシェ
ママと子どもの癒しの空間

次回開催：1月19日㈰10:00～15:00
会場：M2 SPORTS FIELD(大竹595-1。

大袋駅西口から徒歩15分)
∫ゆめずかんIchiba
(Instagram@yumezukan.ichiba)

Koshigayaゆめパークマルシェ

子どもの夢を応援！
お仕事体験で楽しくお金を稼ごう！

次回開催：1月5日㈰10:00～15:00
会場：袋山連合自治会館(袋山341)
∫おやつ工房ひびのや
(Instagram@hibinoya2017)

てしごとめるかーと｢こつこつ｣
～こども店長大活躍!!～

たのしいをみつけにきてね

次回開催：3月2日㈰10:00～15:00
会場：越ヶ谷小校庭(中町1-41)
∫TEAMコアキナイ
(Instagram@koakinai.marche)

まちあそびマルシェ
音楽×マルシェで楽しもう

むかしあそびマルシェ

次回開催：1月17日㈮11:00～16:00
会場：ガヤラボ(大沢2-4-31)
∫ Instagram@sozai.otakaraichi

新春！　素材お宝市
ハンドメイド素材をお安くゲット！

次回開催：2月9日㈰10:00～15:00
会場：ガヤラボ(大沢2-4-31)
∫ Instagram@nyuen.nyugaku.koshigaya

入園入学マルシェ
入園入学グッズをそろえよう

次回開催：6月1日㈰10:00～15:00
会場：大袋幼稚園ホール、ホール

前広場(大竹822)
∫ Instagram@famifes2024

大袋ファミリーフェスティバル
持続的な地域活性化を目指して

　ママだけではなくパパや妊娠中の方
も楽しんでいる、誰もが心地よく過ご
せるすてきなマルシェでした！
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移動式の
子ども食堂も！
移動式の
子ども食堂も！

ビーズを選んで
オーナメント作り♪
ビーズを選んで
オーナメント作り♪

CROSS×TALK

ますだ ともこ

CROSS×TALKの全文は、
市プロモーションサイト内｢声｣に

掲載します

次回開催：3月22日㈯10:00～15:00
会場：ふれあい広場(越ヶ谷2-4-28)
∫エスティクラブ(Instagram@st_club.4)

子どもからお年寄りまで楽しく遊ぼう

次回開催：1月17日㈮11:00～16:00
会場：ギャラリーヌー

(蒲生西町2-1-29)
∫ Instagram@petite_marche_koshigaya

頑張る自分へのごほうびに

プチ☆マルシェ～☆はぴらきすまいる☆～


